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研究成果の概要（和文）：研究成果のひとつはヨーロッパ各国に現存する日本建築模型のデータベース作成であ
る。9ヶ所の現地調査と4ヶ所のウェブ公開データの収集を行って320点の模型を確認し、データベース化した。
　2点目はウィーン世界博物館所蔵の大名屋敷模型に関する詳細な調査である。3点目はイタリア・パドヴァ大学
文化人類学博物館所蔵模型についての調査研究である。81点の現物を確認し、その特徴を述べ、コレクション形
成の経緯を明確にした。
　4点目は1910年にロンドンで開催された日英博覧会に出品された建築模型、および建築物を用いた会場装飾56
種についての調査研究である。模型群を詳述し、博覧会閉会後の模型の帰趨について検証した。

研究成果の概要（英文）：The results of our researchi are as follows.
1.Construction of database on models of Japanese architecture in the European collection. 2.
Investigation of Vienna Daimyo-residence model. 3. Investigation of Japanese architectural models in
 Muse di Antropologia di Pdova. 4.Study on the architectural display in Japan-British Exhibition 
1910.  

研究分野： 建築史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 問題の設定 
本研究は、近代日本が博覧会という機会に

どのように建築を展示してきたか、という面
から、日本の建築文化の海外発信、および海
外の建築文化の受容の様相をさぐろうとす
るところにその出発点があった。 
日本は 1867 年のパリ万博を契機に「博覧

会」という情報伝達イベントを知り、たえず
参加し、みずから挙行していくことになる。
われわれの研究の当初の主題は、そこにおい
て、建築がどのように展示されてきたかとい
う問題であった。研究の出発点は、博覧会に
おける建築展示を、日本の建築文化を欧米へ
伝達する方法、および海外の建築を日本に紹
介する方法と考え、その役割を考察しようと
するところにあった。そこでは、展示の分析
を通して、近代期に日本人が日本建築をどの
ように理解し、どう評価していたか、一方、
植民地を含む海外の建築文化をどう日本人
に伝えようとしていたかをも知ることがで
きると考えた。すなわち、文化の発信と、そ
の前提となる文化理解の様態を把握できる
好個の手がかりになると見なしたのである。
ここにおいて、われわれは建築模型と実物大
展示の 2種類の展示形態に注目して、そこに
おける文化発信・受信の様相とその成果を考
察しようとした。 
（2） 国内外の研究動向 
建築模型についてみるならば、日本は海外

博覧会において以下のような建築模型を出
展してきた。パリ万博（1867）：商家・農家、
ウィーン万博（1873）：谷中天王寺五重塔、
大名屋敷、神社、 商家、土蔵、農家、シカ
ゴ万博（1893）：日本家屋、内務省衛生局消
毒所、日英博（1910）：台徳 院霊廟、東大寺、
法隆寺、唐招提寺、平等院鳳凰堂、日光東照
宮、厳島神社、奈良監獄など、パナマ太平洋
博（1915）：日光東照宮陽明門・法観寺五重
塔・浅間神社、四天王寺金堂など。国内にお
いても第 5回内国博覧会（1903）に法起寺三
重塔と法隆寺中門の 1：20 模型が出展され
ている。また実物大展示についていうならば
第5回内国博に北白川宮能久親王遺跡として
台南の宗祠である篤慶堂が移築されている
ほか、復元的に新造した例として、日英博覧
会勅使門、パリ万博(1900)での五重塔、カリ
フォルニア冬季博(1894)での数寄屋などが
われわれの視野の内にあった。 
建築図面・写真展示としては、ウィーン万

博（1873）には伊勢神宮・出雲大社をはじめ
仏殿、五重塔､十三重塔の図面、および横山
松三郎の撮影による奈良、京都の古建築の写
真帳が出展されている。シカゴ万博（1893）
では東京集治監、パリ万博（1900）では、東
京大学建築学科学生による法隆寺金堂、平等
院鳳凰堂、西本願寺飛雲閣、二条城の実測図
面が出品されたほか、伊藤平左衛門の「貴紳
殿舎自作」図が出展されている。 
これらに関する重要な成果としては、まず、

W．コールドレークが日英博覧会に出展され
た台徳院霊廟模型の来歴と評価について「よ
みがえる台徳院霊廟」で明らかにし、またウ
ィーン万博の大名屋敷模型についても解明
を進めていることが挙げられる。また畑智子
によるフィラデルフィア万博での建築展示
研究、また林みちこによる一連のウィーン万
博研究が重要な貢献である。また柳田由紀子
が「太平洋を渡った日本建築」の中でカリフ
ォルニア冬季博（1894）のジャパニーズ・ヴ
ィレッジ、金門博（1939）のシルク館を紹介
している。なおパビリオン研究は数多いが、
われわれの見るところ、パビリオンは視覚的
インパクトが大きいぶん建築文化の情報を
正確に伝達するという役割は期待されてお
らず、視野の外に置いた。 
 
２．研究の目的 
われわれが見定めた研究の意義とは以下

のような点にあった。 
日本の建築・都市に関する研究は、近年と

みに国際的な広がりを見せている。日本人研
究者においても固定的な一国建築史の枠組
みを超える視座が求められているといえる
のである。一方、建築博物館構想の具体化、
あるいは建築アーカイブの活動への関心に
現れているように、現在、建築図面・模型・
写真等の二次表象物の重要性が認識されは
じめ、文化資源としての価値付けが学問的に
も大きな課題となっている。こうした視点に
立つとき、海外において出展された(あるいは
海外を参照した) 建築模型や図面類、実大建
築物を研究対象として、改めて捉え直すこと
の必要性はおのずから明らかである。しかる
にそれらの中には腐朽破損が進行している
ものがあり、また死蔵に近い状態に置かれて
いるものも見受けられる。これらの保存修復
及び活用の方針を立案することも緊急の課
題と思われた。 
 
３．研究の方法 
われわれは個別にこの問題について関心

を深めていた。清水重敦は早くに、日本にお
ける建造物保存史の文脈からウィーン万博
における建築模型と古建築写真帳の出展、パ
リ万博における東大実測図の出展に注目し
てきた。また石田潤一郎は松下迪生とともに、
第 5回内国博での篤慶堂移築・展示の経緯に
ついて詳細な分析をおこなっており、また、
奈良少年刑務所の調査において、新築時に模
型が日英博に出品された事実を知り、その意
義を強調してきた。 
こうしたおり、石田・日向・小野・中川は

ウィーン民族学博物館（現･ウィーン世界博
物館）にウィーン万博出展模型群が保存され
ていることを知り、同地を訪れて模型群を調
査するとともに同館学芸員、ウィーン工科大
学の研究者と情報を交換した。これに帯同し
た、清水研の大学院生ゲルゲイ・ペーター・
バルナがその調査に主体的にたずさわるこ



ととなった。 
平成 25 年（2013）10 月に科研費の採択が

決まった。平成 25 年度においては、1876 年
開催のウィーン万博に出展された日本建築
の模型に関する調査に焦点を絞った。まず 11
月にバルナが国立公文書館、東京国立博物館
に所蔵されているウィーン万博関連史料を
収集し、建築関係出展物の全容を製作費に至
るまで解明し、収集・搬送・展示・返却の流
れを把握した。また出展模型の制作者である
武蔵屋鎌吉について解明を進め、遺族の協力
を得て、調査を進めた。同年 12 月 16 日から
22 日まで、清水と大学院学生とがウィーン世
界博物館に保存されている建築模型および
工作具等の調査と文献資料の閲覧をおこな
った。また同博物館およびウィーン工科大学
の研究者との研究交流について協議をおこ
なった。平成 26 年（2014）2 月 27 日から 3
月 9日まで、あらためてウィーン世界博物館
での模型調査をおこなった。ここでは保存模
型のうち、最大の大名屋敷模型について、精
密な実測と写真撮影をおこない、また製作技
法について分析した。帰国後、実測データに
基づき、平面図・断面図の図化を進めた。 
平成 26 年度前半は、25 年度に着手したウ

ィーン万博出展の大名屋敷模型の調査とそ
のデータの分析に引き続き取り組んだ。まず
同模型を所蔵する世界博物館の主催によっ
て 5 月 5 日、6 日に開催された国際シンポジ
ウムに研究分担者の清水重敦、日向進、およ
び大学院生が出席して、これまでの調査によ
る知見を述べ、他の研究者との討論に参加し
た。6 月 23 日から 6 月 27 日まで、石田・清
水が大学院生7名とウィーン世界博物館での
最終的な実測調査を進め、28 日にはウィーン
工科大学とのワークショップをおこなって、
理解の深化に努めた。また 11 月 15 日には所
属機関予算で来日する機会を得たウィーン
世界博物館のメンバーと意見交換の機会を
持った。一方、ウィーン万博以外の機会にヨ
ーロッパに出展された建築模型の所在につ
いて、オランダ、ドイツ、スイスでの調査を
進め、ドレスデン、バーゼルの博物館に収蔵
されている建築模型、工具について予備的調
査をおこなった。 
平成 27 年度はドイツ国内での日本建築模

型の所在調査に取り組み、6 月 14 日から 20
日まで石田と三宅がハンブルク民俗芸術博
物館、ブレーメン海外博物館、ベルリン民族
学博物館、ミュンヘン五大陸博物館を訪問し
て調査をおこなった。そこでは個々の模型の
実測をおこない、インベントリーをはじめと
する資料から制作年代、制作者等を解明した。 
ここまでのドイツ語圏の調査結果につい

ての考察は東アジア建築文化会議で一端を
発表した。一方、国内での調査においては、
1876 年のフィラデルフィア万博の出典物に
ついて基礎調査をおこなった。また 1910 年
の日英博覧会について、厳島神社模型と大島
盈株による書院の実大建築に関しての調査

を進めた。 
平成 28 年度はイタリアと英国とに所在す

る建築模型について調査すべく、まず資料の
所在の解明をすすめた。その上で、イタリア
については平成 29 年 3 月 1 日から 6 日まで
の期間、赤松、中川、石田、バルナ他の学生
によってパドヴァ大学文化人類学博物館に
所蔵されている約 50 点の建築模型に関する
調査を行い、実測と写真撮影、インベントリ
ーの複写を進めた。イギリスについては、同
年 3 月 25 日から 31 日までの日程で、石田、
中川、三宅によって、1910 年の日英博覧会に
際して出展された建築模型に関する資料を
英国国立公文書館、キューガーデン史料館に
おいて収集した。 
パドヴァ所在の模型の中には前年度調査

したブレーメン海外博物館所蔵のものと酷
似する例が見出され、あらためて日本建築模
型のヨーロッパでの流通時期と経路につい
て調査を始めている。また日英博での実物大
模型建設と会期終了後の移築に関わった北
村春吉が1911年ドレスデン国際衛生博覧会、
1915 年パナマ万博のそれぞれの日本館の建
設にも携わっていることが判明し、同人の事
績について調査を進めた。 
平成 29 年度には、デンマークについては

コペンハーゲン市内の国立博物館の協力を
仰ぎ、同館所蔵の模型類について、9 月 5 日
から 11 日までの期間、実測調査を行った。
またベルギーについては、研究協力者である
日向進が、10月 23 から 31日までの期間、リ
エージュ大学極東博物館において情報の収
集を進めた。 
一方、われわれの研究グループとは別個に、

フランスでの事例の調査を行った西田雅嗣
教授と情報の共有を進めた。 
平成 30 年 3 月にいたって、ゲルゲイ・ペ

ーター・バルナは自身が中心となった研究の
成果について、清水の指導の下、考察を加え、
博士論文としてまとめた。 
 
４．研究成果 
 研究の最終的な成果として、報告書をまと
めている。その概要をここに記す。 
バルナは、本研究のもっとも中心的な成果

であるヨーロッパ各国に現存する日本建築
模型のコレクションのデータベースをまと
めた。すなわち、資料編として掲載している
もので、9 ヶ所の現地調査と 4 ヶ所のウェブ
公開データの収集を行い、その結果、320 点
の模型を確認し、これをデータベース化した
ものである。 
海外に現存する模型は、博覧会に出品され

たものは 10 点のみで、残りは個人収集によ
って所蔵されたものであること、江戸後期の
ものが 85 点、明治初期のものが 15 点、明治
以後のものが 104 点あるということがわか
った。模型の調査を踏まえて、1.一般建築模
型、2.宗教建築模型、3.建築的な特徴がデフ
ォルメされて、特別な焦点のある模型、4.建



築の要素をただ背景として利用し、別の目的
のある模型、5.建築の要素を引用し、単一の
側面を表現する模型、6.建築技術の模型・サ
ンプル、7.建築の形態を持っている装飾、8.
建築の形態を持っている信仰物、9.ヨーロッ
パで作られた日本建築の模型、の 9つに区分
することができた。 
また、バルナ論文では、ヨーロッパに現存

する日本建築模型の中で最大規模かつ最も
精巧な仕様で作成されているウィーン世界
博物館所蔵の大名屋敷模型につき、詳細調査
と分析を行っている。調査の結果、構造技法、
細部意匠、用材に、実際の建物を細部に至る
まで再現しようとする徹底したこだわりが
認められた。その一方で、模型全体の形状に
は省略、デフォルメ等が見られ、形の正確さ
よりも建築物としての全体的な特性を表現
しようとしていることが指摘できる。建築の
形の再現よりも、建築の本質を制作者が解釈
し、この模型で表現しようとしたもの、と読
み解いている。また、模型制作者についても
史料から詳しく分析し、新たな知見を得てい
る。 
以上の考察の結果をまとめ、結論としてい

る。日本には１９世紀以前にすでに模型を愛
でる文化が存在しており、ヨーロッパに渡っ
た模型群の一部はこうした模型文化を切り
取った形のものであった。その一方で、日本
建築の情報を伝えるべく新たに造られた模
型も確認されたが、それも今日我々が認識す
る建築の二次的製作物としての模型という
よりは、模型そのものに物としての価値が込
められた、いわば小さな建築として造られた
ものが多く見られた。ヨーロッパではさらに、
こうした情報を基に実物大の日本建築が造
られることがあり、建築伝播のあり方は、当
初想定したモデルよりもさらに重層的なコ
ード化、脱コード化がなされていたことがう
かがえるとする。 
赤松論文は、イタリア・パドヴァ大学文化

人類学博物館に所蔵された日本建築の模型
について報告するものである。81 点の現物を
確認し、材質と内容から6タイプに分類して、
その特徴を述べている。同時にコレクション
が形成される経緯を明確にした。このコレク
ションはヴェネツィアに邸宅を構えたバル
ディ伯爵が 1889 年に日本で収集した物品の
一部である。収集はハインリヒ・フォン・シ
ーボルトの指導に基づいておこなわれた。家
屋模型の多くは正確な再現とはいえず、外国
人が思い描く日本のイメージに合致するよ
うに選ばれた、あるいは制作されたものであ
ることを指摘している。 
三宅論文は 1910 年に英国ロンドンで開催

された日英博覧会に出品された建築模型、お
よび建築物を用いた会場装飾 56 種について
報告するものである。日英博での模型展示の
目的と設置場所は多岐にわたり、出品者も 31
団体と多数に及ぶ。論文では、模型群を出品
企画者によって、①日英博覧会事務局、②中

央官庁、③地方庁、④出品団体、⑤その他の
５パターンに分け、さらにそれぞれを細分化
して詳述する。加えて、博覧会閉会後の模型
の帰趨について検証し、また京都出品協会の
技術者として勅使門の建設と移築保存に大
きな役割を果たした北村春吉を紹介する。こ
うした細部の解明の積み重ねによって、出品
企画者、当該建築物の関係者、模型製作者が、
模型の意味や役割に対して、さまざまな認識
を有していたことを明確にしている。 
 西田論文は、日英博覧会に京都出品協会が
出展した「京都館」についての報告である。
京都館の貴賓休憩所は日英博終了後、フラン
ス・リヨンのギメ博物館に移築され、「鶴の
間」として現存する。本研究とは別個にその
調査を進めていた西田に、特にその知見の寄
稿を依頼したものである。 
論文では、一般には西本願寺対面所書院

「鴻の間」の忠実な再現とされてきた当建築
物が、実は高台寺をはじめとする桃山期のさ
まざまな遺構からの集積物であることを示
している。また移築に際しての日本側の言説、
移築後の改変の経過を明らかにして、日本が
建築模型にどのような価値を盛ろうとした
か、それがどのように受け取られたかが示さ
れる際だった局面を明確にした。 
こうしたモノグラフを通じて、近世から近

代にかけての日本における建築模型の諸相
が具体的に浮かび上がり、その予想を超えた
広がりが明らかになった。それは日本国内に
おける建築模型の受容と制作それぞれの多
様さを示すことにもなった。こうした重層的
な建築模型の世界に対して、ヨーロッパがさ
らに自分たちの眼差しに基づく読解と評価
を加え、それが再び日本へ反射するという様
相が明確になった。この点において、本研究
は橋頭堡としての役割を果たしたと自負す
るものである。 
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